研究会のご案内
3月1日からに、ドイツ・ミュンヘン大学教授のアン-カタリン・カウフホールド氏（公法学）が、大阪大学に客員研究員として滞在されます。
この機会に、ドイツ公法学において将来を嘱望されているカウフホールド氏に、教授資格申請論文で取り扱われた「システム監督(Systemaufsicht)」について講演していただき、その後、活発に議論をしたいと思います。その詳細が決まりましたので、お知らせ申し上げます。
テーマ：「システム監督―金融監督を例として（仮題）」
　日時：3月18日（土）

　　　　14時　～　17時（予定）
場所：大阪大学　中之島センター　404号室
https://www.onc.osaka-u.ac.jp/others/map/index.php
講演会の後には、懇親会を開くことも予定しております。準備の都合がございますので、講演会、懇親会にご参加いただけます方は、それぞれ
attakada@sea.plala.or.jp　（高田）
までご連絡下さい。

多くの方々にご参加いただけますよう、宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田　篤（大阪大学）
カウフホールド教授略歴

2004年12月　　　博士(博士論文：„Die Lehrfreiheit“「教授の自由」)
2015年7月　　　 教授資格(教授資格申請論文：„Systemaufsicht“「システム監督」)
2012年1月～2015年3月　フライブルク大学法学部助手（フォスクレ教授）
2015年3月～2015年9月　フンボルト大学法学部教授代行（公法学講座）
2015年10月～　　　　　　ミュンヘン大学法学部教授代行（政治学・公法学研究所）
